
  

 

 

 

 

 

 

 

 

憲法審査会─ 
与党など 改憲手続き法「改正」案審議強行
を決定 24 日にも採決を提案 
 
本日午後 3 時すぎから審査会 
傍聴で監視厳しく！！ 
 

 衆院憲法審査会は 9 日の幹事懇談会で、自民、公明、民主、維新、みんな、結

い、生活の与野党 7 党が 7 日共同提出した改憲手続き法改正について、本日（10

日）、憲法審査会を開き、提案理由説明を行うことを決めました（日本共産党歯反

対）。 

 審査会は本日 10 日午後、本会議終了後（3 時すぎ）から開催されます。 

 与野党は幹事懇で、17 日（木）、24 日（木）に審査会を行い、24 日には採決

することまで提案しています。 

国民の意思無視、法案提出直後の審議入りは手続き上も大問題 
 この間の各紙の世論調査でもあきらかなように、国民の多数は会見など望んで

いません。2007 年の手続き法強行以来放置していた問題であり、しかも 7 日に

提出されたばかりの法案をであり、それを短期間に審議･採決することは主権者･

国民の意思を無視するもので断じて許せません。 

 そもそも改憲手続き法は無用で、与党が多数を頼みに強行してできた法律であ

り、廃止することが筋です。 

 

憲法審査会を傍聴し、厳しく監視しましょう！ 
 憲法会議は審査会の傍聴を呼びかけます。 

午後 3 時、衆議院議員面会所集合です。 

 正午までに傍聴希望者の名前、性別、職業をお知らせください。 
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